
第38期第６回理事会議事録

日 時：2014年11月26日（水）13時30分～17時35分

会 場：ちよだプラットフォームスクウェア ミー

ティングルーム002

出席理事：新野 宏，藤谷徳之助，岩崎俊樹，榎本 剛 ，

近藤 豊，田中 博，中村 尚，藤部文昭，

三上正男 ，山田和孝，以上10名

Web会議システムを通じた出席理事：佐藤 薫 ，

中村健治 ，余田成男 ，以上３名

：議題４の途中から出席， ：議題４の途中

から欠席

（理事現在数20名）

その他の出席者：田沢，渡辺，下道（事務局）

議 題

１．第38期第５回理事会議事録の確認

２．会員の新規加入等について

新入会員９，退会13を全会一致で承認した．2014

年11月17日現在，会員数3,637名で個人会員は3,386

名．

３．原子力関連施設事故提言

原子力関連施設の事故に伴う放射性物質拡散に関

する作業部会がまとめた「原子力関連施設の事故に

伴う放射性物質の大気拡散監視・予測技術の強化に

関する提言」について，内容と送信先について検討

を行った．

４．各委員会からの報告

庶務…以下の報告があった．

１）転載許可

本期間は申請無し．

２）後援名義等使用依頼受付

①名称：第40回リモートセンシングシンポジウム

主催：公益社団法人自動計測制御学会

期日：2015年３月２日

場所：リモートセンシング技術センター

名義：協賛

②名称：文部科学省 科研費新学術領域研究 気候系

のhot spot講演会「海と大気のはなし２」

主催：文部科学省 科研費新学術領域研究「中緯

度海洋と気侯」気候系のhot spot，岩手大学

「学校気象台」研究会，仙台管区気象台

期日：2015年１月10日

場所：東北大学 片平キャンパス

名義：後援

３）その他

極域寒冷域研究連絡会の補助金申請について全会一

致で承認した．

会計…2014年10月分の収支及び現預金検査報告．

企画調整…前回理事会で承認された倫理規程につい

て，天気12月号に掲載することが報告された．前

回の理事会における議論に基づいて，第38期評議

員候補者の提案があり，一部追加の上，各候補者

に依頼を行うこととなった．

天気…Vol.61，No.11（2014年11月号）の掲載記事

と，Vol.61，No.12（2014年12月号），Vol.62，

No.１（2015年１月号）の予定記事の報告があっ

た．

気象研究ノート…第231，232号の刊行予定について報

告．第231号は原稿がほぼ完成．第229号の指摘に

対する回答について，内容と掲載方法について検

討を行った．

学術…12月27，28日に行われる「大型研究フォロー

アップワークショップ」への対応について検討を

行った．

気象研究コンソーシアム…10月23日に実施された気象

研究コンソーシアム委員会拡大会議の報告を受

け，今後の対応について検討した．今後，課題に

ついて議論するために，データ利用部会（仮）を

学術委員会とコンソーシアム委員会で設立するこ

とが提案された．

地球環境…地球温暖化問題に関する書籍について，表

紙がほぼ決まったこと，執筆者リストの確認中で

あることが報告された．

気象災害…JpGU環境災害対応委員会から依頼のあっ

たユニオンセッション「連合は環境・災害にどう

向き合っていくか」への対応に関して，講演題目

等の提案を行ったことが報告された．

教育と普及…気象予報士会のCPD（継続的な能力開

発）制度の事業開始について報告された．また，

気象学会ジュニアセッションの進捗について報告

があった．

国際学術交流…日中韓合同学会について，2015年の秋

季大会前後の日程で中韓に打診中であることが報

告された．

〝天気"62．1．
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電子情報…ログイン機能について，検討中の会員管理

機能のシステムや経費について報告．定常的な情

報掲載については，事務局が担当することとな

り，学会サーバの情報掲載についてのメモが示さ

れた．一部の研究連絡会は学会サーバを利用して

いるがサーバの容量を圧迫しないようにするた

め，ルールを電子情報委員会で検討することと

なった．

人材育成・男女共同参画…2014年10月の秋季大会にお

いて実施した研究・学業環境等についてのアン

ケート集計作業のための補助金申請を全会一致で

承認した．

平成26年12月24日

公益社団法人日本気象学会

理事長 新野 宏

2015年１月
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20 正野賞候補者の推薦15年度

気象学会では，2014年度から従来の山本・正

募集

日本

の主旨を継承発展させて，正野賞と山本賞の２

つを設けることとしました．

そのうち正野賞は，原則として

野

論文賞

４月１日時

点で40歳以下の者で，主に前５か年間の気象集誌その

他の学術雑誌に発表された論文を審査して，気象学ま

たは気象技術に関し貴重な研究をなした者を顕彰する

ものです．原則として毎年２名選出いたします．

当該年の

に山本・正野論文賞あるいは山本賞を受賞した方

も正野賞の受賞対象となります．

つきましては，この趣旨に沿う候補者を選考するた

めに，下記により広く会員からの推薦（自薦も歓迎）

を募りますのでご協力をお願い申し上げます．

正野賞候補者推薦委員会では，会員からの推薦なら

びに委員会独自の調査を基に受賞候補者を選定して理

事長に報告いたします．

これまでの受賞者は，

’14年度：塩竈秀夫（国立環境研究所)，

松井仁志（海洋研究開発

なお

過去

２氏です．詳細は，学会のホームページをご覧下さ

い．（http://www.metsoc.jp→気象学会の表彰→正野

賞→歴代受賞者一覧）

日本気象学会正野賞候補者推薦委員会

近藤 豊（委員長），青木輝夫

斉藤和雄，高薮 縁，中村 尚

記

１．推薦期限 2015年４月３日（金）

２．宛先

〒100-0004

東京都千代田区大手町1-3-4 気象庁内

（公社）日本気象学会 正野賞候補者推薦委員会

注：推薦書類は電子メールでお送り下さい．宛先は

下記の通りです．数日以内に受領確認のメール

を差し上げます．jmetsoc＠blue.ocn.ne.jp

３．用紙 A4横書き

４．推薦書記入事項

(１）推薦する業績

(２）受賞候補者氏名および生年月日

(３）受賞候補者の所属

(４）これまで国際学術誌に掲載されたすべての査

読付き論文リスト（受賞候補者が主著者であ

る論文とそれ以外に分けて下さい）

(５）主要論文５編の別刷り（PDF）

(６）推薦理由

(７）推薦者氏名

(８）推薦者の連絡先

機構）

の


